
須坂市教育委員会９月定例会 会議録 

 

１ 日 時 2023年９月25日（月）午後１時30分 ～午後３時30分  

 

２ 場 所 須坂市役所３階305会議室 

 

３ 出席した委員 教育長      小林 雅彦 

         教育長職務代理者 二ノ宮邦彦 

         教育委員     土屋 保男 

         教育委員     水上 智恵 

         教育委員     山下美知子 

 

４ 説明のため出席した職員 

         教育次長      山岸 和美 

学校教育課長    中村 健司 

         子ども課長     永井 隆広 

         人権同和教育課長  土屋 昌詔 

         学校給食ｾﾝﾀｰ所長  牧  俊彦 

         文化スポーツ課長   峯村 清一 

         生涯学習推進課長  寺澤 勝志 

         主任指導主事    後藤 昭彦 

         指導主事      宮崎  健 

         指導主事      北村  雅 

         指導主事      松木 智子 

 

５ 事務局出席職員 

庶務係長      山本 雅代 

庶務係       土屋 真由 

 

６ 本日の会議に付した事項 

１ 学校等の状況報告について 

 



２ 議題 

 議案第45号 須坂市保育所入所に関する規則の一部を改正する規則につ

いて 

 議案第46号 須坂市保育の必要性の認定等に関する規則の一部を改正す

る規則について 

 議案第47号 須坂市子どもの居場所づくり支援事業交付金交付要綱につ

いて 

  

３ 協議  

（１）「教育の窓」について 

 

４ 一般行政報告 

（１）教育長出席行事の報告について 

（２）行事共催等承認の報告について 

（３）９月定例市議会一般質問報告について 

 

５ その他 

（１）教育委員会行事予定について 

（２）須坂市教育委員会主催・共催大会等への出席について 

（３）市立須坂図書館長寿命化改修工事に伴う臨時休館について 

（４）信州須坂ランニングフェスについて 

（５）その他 

 

---------------------------------------------------------------- 

 

教育長が開会を宣した。 

 

１ 学校等の状況報告について 

 教育長が説明を求め、主任指導主事と指導主事が説明した。 

 ・本年度の全国学力・学習状況調査について、結果を報告。 

 ・昨年度同様、小中学校共に全国平均を下回った。昨年度と比較して、小学

校では算数は全国平均との差が縮まり、国語は差が広がった。中学校では

共に差が縮まり、学力向上の成果が見られる。ただし、英語に関しては全

国平均を大きく下回ったため、取組が急務。 

 ・教科の専門教員による分析委員会を開催。分析内容を報告。 



 

 学校教育課長： 

 草刈り機の飛び石が相次いだため、関係者に集まっていただいた。除草剤で

対応する、ビーバーの刃のタイプを場所によって変える、除草剤もビーバー

も使用できない場所は防草シートをはる等の対策をお願いした。 

  

 委員： 

 全国学力・学習状況調査について。分析結果から、須坂の子ども達は家での

学習が不足しているようである。それが結果に出ている。 

 

 指導主事： 

 家庭学習の少なさについては以前から指摘されている。家庭学習の手引きも

配布しお願いしているが、全国学力学習状況調査の水準まで上昇していな

い。 

 

 教育長： 

 朝食を毎日食べているかについて、小学校は長野県の平均を下回っている。

須坂市は今まで食育を一生懸命やってきたが。 

 

 指導主事： 

 下回ったことはなかった。夜遅くまでゲーム等をして朝起きられないのでは

ないかという意見が、分析委員の多くからあがった。 

 

 教育長： 

 この結果は栄養教諭には伝わるのか。本当にこれが原因だとすれば、保護者

会等で協力を呼び掛けていかなければならないと思う。 

 

 給食センター所長： 

 結果は所内で回覧している。朝食の大切さは食育で伝えている。 

 

 委員： 



 食育の活動をしているが、コロナ禍になってから実際に調理をしなくなっ

た。調理を行っていた時は食に興味を持っていただいていたが、映像での勉

強だけでは調理への興味がわかない。実際に調理を経験することが大切。 

 

 委員： 

 子どもは自分が体験したことはからだを通して覚える。コロナ等で気を付け

なければならないのは承知しているが、様子をみながら親子で実際に調理が

できる機会が復活すれば。 

 

 学校教育課長： 

 コロナ禍での調理実習については、県保健厚生課から控えるよう指示が出て

いた。5類移行してからも、今年度については様子見とのこと。 

 

 教育長： 

 先日学校で聞いたが、様々な理由でマスクをとれない子どもが多いという。

未だに黙食しかできない、話しながら食べることがわからないという子ども

達もいる。コロナ禍で行っていなかったことをどのように復活させるかにつ

いて、考えていく必要がある。 

 

２ 議題 

議案第45号 須坂市保育所入所に関する規則の一部を改正する規則について 

議案第46号 須坂市保育の必要性の認定等に関する規則の一部を改正する規

則について 

議案第47号 須坂市子どもの居場所づくり支援事業交付金交付要綱について 

教育長が説明を求め、各課長が説明し承認された。 

 

３ 協議 

（１）「教育の窓」について 

 「教育の窓」について、主任指導主事が発表した。 

 ・令和4年8月31日付、文部科学大臣名で出された「公立の小学校等の校長及

び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する指針」を取り上げ

る。 



・今年5月、エジプトを代表する教育者が来日し、「特別活動（特活）」を中

心に東京都世田谷区の公立小学校を視察する事例を紹介。 

 ・特活は年間35時間しかない。長野県は特活時間が多いが、それでも年々減

少している。文科省からは削減するよう指示もあるが、減らすもの、減ら

してはいけないものの見直しがアフターコロナには重要と思っている。 

 

 教育長： 

 特活は大事なウエイトを占めていたが、徐々に話題にならなくなってきた。

自分達の力で何かをやることは、社会性を身につける上で大切。 

 

 指導主事： 

 特活は何のためにするのか。やることが主になってしまっているので、何の

ために行うのかを考えなければならない。 

 

 指導主事： 

 学校へ社会性を持ち込むという点で大事な部分だと思う。ただし、中学校等

では生徒指導が大変になってくると特活がなくなりがち。その辺が残念に感

じている。 

 

 委員： 

 調査の分析結果にもあるが、学校が楽しくなければ積極的に行動する子は増

えてこない。近年盛んに言われているウェルビーイングだが、自分が肯定さ

れないと高まっていかないので、学校が楽しくなければ伸びていかない。 

 

 指導主事： 

 須坂市内の保育園年長では、お互いの意見を出し合うという活動をしてい

る。どこに座るかも子ども達に任せており、座る場所から話し合いが行われ

る。自分の意見を言ったり代案を出したりしている。保育園で大切にしてい

る活動。 

 

４ 一般行政報告 



（１）教育長出席行事の報告について 

 教育長が主だった出席行事について説明した。 

 

（２）行事共催等承認の報告について 

教育長が説明を求め、学校教育課長が説明した。 

 ・後援事業６件、共催事業１件、うち新規１件。 

 

（３）９月定例市議会一般質問報告ついて 

 教育長が説明を求め、教育次長が説明した。 

 

５ その他 

（１）教育委員会行事予定について 

 教育長が説明を求め、各課長等が説明した。 

 

（２）須坂市教育委員会主催・共催大会等への出席について 

教育長が説明を求め、学校教育課長が説明した。 

 

（３）市立須坂図書館長寿命化改修工事に伴う臨時休館について 

教育長が説明を求め、文化スポーツ課長が説明した。 

 

（４）信州須坂ランニングフェスについて 

 教育長が説明を求め、文化スポーツ課長が説明した。 

 

（５）その他 

 なし 

 

教育長が閉会を宣した。 

 


